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武蔵野東学園

連合後援会だより

皆さま、ご無沙汰しております。「連合後援会だより」

です。この一年、学園のイベントの案内や保護者の

方からのお子様の学園生活の様子を紹介していき

ます。今年度第一号は会長、副会長の挨拶と今年

ご入園、ご入学された保護者の方からのエピソード

です。どうぞ、お楽しみください。 （編集委員 Ｎ）
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■令和４年度連合後援会総会報告
昨年と同様に後援会総会は書面（電子配信）での決議になりました。集計結果は以下の通りです。

（ ）内はむらさき会の数

在籍数 定足数 承認する 承認しない 未回答

幼稚園 ５２１（５７） ２６１ ５１４（５７） ０（０） ７（０）

小学校 ５６２（１７９） ２８２ ５６１（１７９） ０（０） １（０）

中学校 ３０２（１０９） １５２ ３０２（１０９） ０（０） ０（０）

高等専修学校 １８９（１２７） ９５ １８３（１２３） ０（０） ６（４）

①連合後援会事業目標への協力

②会員相互の輪を広げる活動の推進

③ボランティア活動の充実

・ＪｏｙＤａｙ(年２回)

・図書館支援(読み聞かせ･本の修理･図書館の整備)

・劇やダンスの衣装づくり

①連合後援会事業目標への協力

②子どもを中心とした明るく温かい幼稚園づくりへの協力

③保護者の趣味や特技を生かした活動の推進

④地域との和やかな関係づくりの推進

⑤ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ運動の推進

①連合援会事業目標への協力

②「すべての会員の子弟は我が子である」を合言葉に

会運営の推進

③会員相互の理解と親睦を兼ねた行事の開催

・むらさき親子運動会 5月26日（土）

・保護者会－慰労会－5月26日（土）

・保護者会－新年会－平成31年１月19日（土）

④「可能性をひろげて」の編集発行

⑤むらさきOB会との連携（地域ネットワーク等)

①連合後援会事業目標への協力

②学校行事への保護者の積極的な参加と教育への協力

③家庭での親と子の対話の充実

①連合後援会事業目標への協力

②私学助成活動への協力

①創立精神を継承発展させるための活動

②ボストン東スクールとの交流活動

③学園後援組織の拡大充実

④学園奨学金制度への協力

編集後記
約一年半ぶりのだより如何でしたか。ご入園、ご入学、

ご進級された皆さま、おめでとうございます。

保護者の方からのエピソードを拝見しますと、最初は心

配・不安だった気持ちが、徐々に大きな期待へと変わっ

ていく様子がよく分かりますね。一年間、楽しく充実し

た東学園生活を送られるよう願っております。

本年も後援会活動へのご理解、ご支援を何卒よろしくお

願いいたします。 （編集委員 Ｗ）

「３歳になったら幼稚園に行くんだ！」と得意

気に話していた娘。誕生日を迎え入園式が近づく

につれ、「ママは一緒に行かないの？」と不安そ

うに。暫くは泣いてイヤイヤかな、と覚悟してい

ました。

登園初日、緊張した様子でバスを待っていた娘は、

先生に迎えられると自ら手を放し、お友達に混ざってバ

スに向かいました。まっ直ぐ前だけを見て、振り返りも

せずに。普段はお調子者で甘えん坊の末娘の、初めて見

る真剣な顔でした。帰ってくると、ぼそっと「少し涙出

ちゃった。」と。年中年長さんの中に入るとまだまだ幼

く小さな娘にとってどれだけの大冒険だったことかと思

うと胸が熱くなりました。そんな娘も今ではすっかり慣

れた様子で、笑顔で降園してきます。勇気を出して大き

な一歩を踏み出した娘。これから幼稚園で沢山の経験を

し、どんな成長を見せてくれるのか、とても楽しみです。

（年少保護者 Ｏ）

小学校生活にも少しずつ慣れてきて、毎日娘か

ら学校での出来事を聞くのが私の楽しみになって

います。

ＣＤＥクラスに在籍する四年生の兄がおりますが、

二人で一緒に登校する姿を見て感慨深く思ってい

ます。同じフロアなので兄のクラスに一日一回は

遊びに行くのが日課らしく兄の交友関係ともクラス・学

年を越えた関わりができ、とても充実して娘も楽しく過

ごせているようです。

初めはスムーズに出来なかった身の回りのことも、周り

のお友達からの刺激を受けて成長して今では一人で出来

るようになってきました。

日々頼もしくなる反面、だんだん親の手から離れていく

寂しさも感じることもありますが、これからの六年を通

して実りある小学校生活を送っていけることを願ってい

ます。

（小１保護者 Ｓ）

お母様！娘さんはもう幼稚園生ですから、泣い

ても抱っこしないで自分で歩かせて登園して下さ

い！あの言葉からはや１０年。娘は今年中学生に

なりました。混合教育のもと、ＣＤＥ組のお友達

と過ごした９年間。

邪気のない清らかな心、何事にも一生懸命取り組

む姿勢。共に生活する中で彼らから学んだ事は数え切れ

ません。

楽しい仲間達、親身になりご指導下さる先生方に囲まれ

て、幼稚園の頃は東小学校へ小学生の頃は東中学校へ。

憧れる娘の気持ちに迷いはありませんでした。

そして中学生になった今、この東学園で培ってきた友愛

の心を基に、自分で考え自分を律し自分を動かしていく

時です。

少し寂しいけれど、これからはそっと見守ります。あな

たが自分で歩いてゆけるように‥。

中１保護者 Ｓ）

入学式当日「僕、会社の人みたいだね。」と慣

れない手つきでネクタイを結びながらも、その顔

は新たな環境への期待に胸を膨らませているよう

でした。東小学校に入学した当初は偏食やちょっ

としたことで泣いてしまったりと課題だらけの息

子でしたが、学園でのたくさんの経験と刺激を受け、少々

のことではくじけず色々なことにチャレンジできるよう

になりました。「学校楽しい？」と聞くと「楽しい！PC

のコースと、部活とね」と早くも学校生活を楽しんでい

る模様です。

高専では小学校時代からの友人もいれば新たに出会った

友人もいます。これからたくさんの仲間と共に新たな経

験を重ねていくのが楽しみです。学園生活最後の３年間、

「人に愛され必要とされる人間になれるように」を目標

にしっかり学び、社会で生き抜く力を身に付けられるよ

うにと願っています。

（高専１保護者 Ｍ）

●編集委員会（編集スタッフ）

高等専修 津久井真弓 松井光子

中学校 伊藤園子 牧野素子

小学校 宇野瑠衣 岡部曜子

幼稚園 折笠るり 中村美世

高等専修 辻孝平

中学校 倉田諭 脇裕司 内藤忠男

小学校 小辻修平
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幼稚園の後援

会会長を務め

ます岩崎と申

します。現在、

長男が年長た

んぽぽ組で、

長女が年少あ

ひる組でお世話になっております。

私自身も武蔵野東幼稚園を卒園し、

今度は後援会の立場から幼稚園や

先生方をサポートし、園児たちの

よりよい教育環境に寄与するため

のお役目をいただいたことは、と

てもありがたく感じています。

引き続き制限の多い年になるか

と思いますが、年度が終わるとき

に、園児たちの笑顔や成長が変わ

らずありますよう、幼稚園と一緒

に後援会活動をしていきたい思い

ますので1年間どうぞよろしくお願

い致します。

皆様、こんにちは。

武蔵野東小学校の

後援会会長を務め

させて頂くことに

なりました盛山と

申します。長女5年

B組、長男3年B組に

通ってお世話になっ

ております。

昨年度もコロナ禍で不安定な中、

子供たちの為に各行事を工夫して

頂き思い出に残る1年になったと思

いました。

日々変わっている状況ではありま

すが、安心して学校に通える環境

作りをして頂き感謝しております。

五役の皆様を中心に学校と連携を

取り、役員の皆様と子供達が楽し

く笑顔溢れる1年になるよう後援会

活動をしてまいります。

皆様、どうぞよろしくお願い致し

ます。

小学校の後援会

副会長の村越で

す。

長女が中学1年

生、次女が小学

2年生、共に貴

校でお世話になっ

ております。

親子二代で通われる方や、スタッ

フとして卒業生が戻ってくる素晴

らしい学園と関われることが光栄

です。

北原キヨ先生については、書籍

や寺田理事長の執筆でのみ知る存

在です。ただ、不思議な御縁があ

ります。学生時代に毎年、キヨ先

生が育った日光市清滝でアイスホッ

ケーの合宿がありました。自然に

恵まれ、史跡に恵まれた由緒ある

街がキヨ先生との接点です。笑顔

のキヨ先生の写真を見る度、感謝

と同時に日光への思いが馳せます。

今年度、武蔵野東

中学校の後援会長

を務めさせていた

だく井上と申しま

す。

ウィズコロナの

生活も3年目を迎

えました。学校としても対応を迫

られ、また生徒自身も多くの制約

を受け入れながら、新しい生活様

式が定着しつつあるように感じま

す。

できなかったことが多かった2年

間だったことは間違いありません

が、教職員の方々ならびに生徒た

ちの工夫により、実行できた行事

も多かったと思います。今できる

ことに全力で取り組む姿勢、そし

てこの困難に対応する経験が、よ

り豊かに生きるための一つの財産

になって欲しいと願っています。

至らない点も多々あるかと存じ

ますが、子供たちの笑顔のため、

また円滑な学校運営のために力を

尽くして参りますので、引き続き

ご協力の程よろしくお願い致しま

す。

一昨年から武

蔵野東高等専

修学校の後援

会会長を務め

させていただ

いております

津久井です。

幼稚園の年中

組からお世話になり始めた長男の

東学園生活も今年が最後となり、

総決算としての充実した日々を支

えて下さる武蔵野東高等専修学校

の先生方に心から感謝しておりま

す。

コロナ禍も3年目となり、十分な対

策を取りながらも出来ることが少

しずつ増えてきたように思います。

制約を受けながらも「出来ること

をやろう」と前向きな姿勢で取り

組んで下さる東学園に、後援会と

しても最大限の協力をさせていた

だきたいと思います。どうぞよろ

しくお願いいたします。

幼稚園後援会
会長 岩崎 雅大

小学校後援会
会長 盛山 謙一

小学校後援会
副会長 村越 暁成

中学校後援会
会長 井上 公太

高等専修学校後援会
会長 津久井 竜一

会 長 挨 拶

本年度も引き続きむらさき

会副会長を務めさせていただきま

す小学校5年豊田想の父、豊田恒行

です。娘も早いもので5年生。今年

から憧れの北原記念館で過ごすよ

うになりました。コロナ禍で様々な制限・制約のもと

窮屈な毎日を強いられているような印象を受けていま

したが、当の本人は毎日楽しそうにのびのびとそして

生き生きと学校へ出かけて行きます。学校での話を我

慢できないというばかりにうれしそうに話す姿を見る

たびに、東小学校への感謝の気持ちで一杯になります。

私も微力ながら少しでも学校のお役に立てることを願

いつつ精一杯務めさせていただきます。よろしくお願

いいたします。

こんにちは、むらさき会

の会長を務めさせていただき

ます白田と申します。長男が

中3、長女が幼稚園年長組で

お世話になっております。コ

ロナ禍の中で、学校生活や後

援会活動は、多くの変革を余儀なくされてきました。

試行錯誤しながら、子供たちのために、新しいスタ

イルを作り上げてくださった各園校の先生方、そし

て後援会の皆様に感謝申し上げます。昨年度は9月に

延期する形で、むらさき親子運動会を開催していた

だきました。秋晴れの青空の下、お子さんたちが躍

動する姿がとても印象に残りました。私も微力なが

ら、むらさき会の活動を盛り上げていければ幸いで

す。どうぞよろしくお願い致します。

むらさき会
会長 白田 剛

むらさき会
副会長 豊田 恒行

「エンジョイ」は保護者が中心となり、児童向

けのイベントを校内で開催するサークルです。

6月と10月に開催する「ジョイデー」、11月の学

園祭のゲームコーナーなどの企画、運営が主な

活動です。

昨今はコロナ禍で実施していませんが、盆踊

りの出店出展、各イベントの後の懇親会、先生

方との合同忘年会なども開催しておりました。

「出来る人が出来る時に」をモットーに常に参

加を募集しております。

第一回ジョイデー6月25日（土）に開催します。

興味のある方は22年度リーダーの辻宛にメール

送付お願い致します。

エンジョイリーダー連絡先：

kohei.tsuji.76@gmail.com

令和4年度、武蔵野東幼稚園父親の会『レッツ』

の代表を務めさせて頂いております、

藤﨑悟と申します。

レッツは、「Lovely East Tohsan’s」の略称

で、「愛らしい東のお父さんたち」という意味

が込められております。活動モットーは「でき

るときに、できる人が、できる範囲で」です！

過去には、運動会、名栗お泊り保育補助、

園祭りポップコーン販売などをしておりました

が、コロナ感染症の影響で活動も制限されてお

ります。しかし、子供向けのバッジ作成販売や

父親研修会でのZOOM親睦会などできる範囲で父

親同士の繋がりも作れるよう活動しております。

レッツ活動にご関心ございましたら、QRコード

よりメーリングリスト参加登録申請をよろしく

お願い致します。子供達の健やかな成長と武蔵

野東学園の発展を心より祈念しております。


